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一 は じめ に

さきに 「えびす信仰研究の視座」をまとめたが、研究開始か ら三年以上の時を経過 しな

が らなお、"え びす信仰"に ついての私の謎は解 けたとはいえない。かえって、その正体 が

つかめな くなっているように思 う。そこで、あらためて"え びす神"の 原点に もどり、そ

の 多面的性格 を分析 し直 してみ ようと思 う。

ここで"謎"と い うのは、つ ぎの ようなことを指 している。

① えびす神は七福神のなかで唯一の 日本の神様 である。大黒天、弁財天は仏教 の天部の

神様、寿老人、福禄寿は道教の神様、布袋は実在 した中国の和尚 とされている。 その

なかで、ひ とりえびす さまだけが、 この国の神である。 ところがその唯一"国 産"の

神 になぜ"え びす"す なわち異邦人ない し外敵 として差別 され るような名前がついて

いるのか。

"え びす"は
、音 をなぞった恵比寿、恵比須、恵美須、などの書 き方に くわえて、戎、

夷、胡、蛮、秋 と、中華の視点か らは四方の異民族 を指す字があてられている。なぜ

か。

② えびす神の人気は高い。いまでも年中行事 として関西各地の十 日戎、関東東北にひろ

が る秋の恵比須講な どとして民衆 に人気のある民間信仰である。 しか し、えびす神 を

祀 る神社の神格は高い とはいえない。 えびす神は海の神、漁民に とって豊漁 をもたら

す神 であるが、明治維新後に国家神道が整備 されてゆ くなかで、海の神 として住吉の

神(底 筒之男、中筒之男、上筒之 男三神)を 祀 る住吉大社 は官幣大社 とな り、ワダツ

ミの神(底 津綿津見命、中津綿津見命、上津綿津見命三神)を 祀 る神戸の海神社 も官
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幣中社 である。 しか し西宮神社 は県社、大阪の今宮戎神社 も府社 どまりである(も っ

とも、大阪では天満宮など民衆に人気のある神社は、国家権力の保護 を望 まない気風

があるともいわれ る)。

つ まり、蛭子大神は国生み神話でイザナ ミ、イザナ ギの間で最初 に誕生 したとされて

いるのに、明治維新後の国家祭祀 においては不 当に疎外 されていた としか思 えない。

それはなぜ だろうか。

③ えびす神の発祥の地 はどこか。 えびす研 究の端緒 をつ くった長 沼賢海 「えびす考」

(1916)は 、佐伯氏が厳 島に宗像三神 を祀 った時(推 古天皇元年一593年)に 、同時に

荒えびす を本殿の一角に祀 ったのではないか と推定 している。佐伯氏が 日本武尊が東

国で捕虜に した蝦夷を伊勢 ・大和 を経て播磨、讃岐、伊予、安芸、阿波の五国に住 ま

わせ た。 それが佐伯部の祖 とされている。現在 も宮島には七浦七恵比寿が祀 られてい

る。私 たちもそれで厳島神社に参詣 して、七浦 を一巡す る機会 を得 たが、なおそのル

ーツについては良 くわか らない。 たしかに厳島神社の一角 に荒胡子社が存在 していた

が、それが東国か ら移住 させ られた佐伯氏一族が古 くからの彼 らの神 を祀 ったものか

どうか、推測す るしか ない。そのほか、 よくわか らないままで過 ごしていることが少

な くない。

それで、あ らためて本稿 では、海神、渡来神、漂着神、漁民の豊漁神、などということ

か らは じめて、市の神、商業神、そ して農業神 としての展開を検討 し、最後にいわゆる福

神 として大黒 と一対にな り、 また弁財天、寿老人、福禄寿、布袋 などとともに七福神のな

かに位置付け られて行 った過程 を追求 したいと思 う。

二 海神 としてのルーッ

[海神 ヒル コ]

えびす神が関わっているのは、西宮神社 の祭神 として蛭子大神が天照大神、素箋鳴命 と

共に祀 られていて、 この蛭子神がえびす神 とされていること。それはこの神が、記紀に登

場す る国生み神話で、イザナ ギ ・イザナ ミ両神 の最初に生んだ子であ り、いわば未熟児 と

して葦船 で海に流されたが、西宮浜に漂着 したのを祀 ったと伝え られているこ とか ら、海

に流 され海か ら帰着 した、 とい うことからも明 らかである。

松前健 氏の 『日本の神々』(1974)は 、 もとイザナギ・イザナ ミの両神 が淡路島を中心 と

する海人(漁 民集団)の 一地方神 であった とい う。「延喜式神名帳」の名神大社の淡路国津

名郡淡路伊佐奈伎神社があ り、「日本書紀」に履中天皇5年 の挿話が記録 されている。4世

紀末から5世 紀にかけての、応神 ・仁徳 ・履 中の河内王朝一難波宮の時代のことである。

二神が神話 で、皇祖 アマテラスの親神 として国を生み、大入洲を創造 した神になるが、「国

一140一



えびす信仰の三源泉

生みは、 もともと淡路島 を中心 とす る小規模 な話であったのであろ う。 これが大八洲全体

の国生み とい うスケー ルに拡大 されたのは、ある時期における政治的配慮によるものであ

る」(同 書8頁)と する。 そして イザナ ミ女神 は淡路島を胞(え)と して次々に 日本列島を

生んでい く話になった。 またオノゴロ島(友 ケ島 ・沼島な どが比定 されている)で イザナ

ギ ・イザナ ミが天の御柱 を立てて、国生みを行 い、その最初に ヒル コが生 まれたことにな

った。 さらに松前氏はアマテラス ・ツクヨミ・スサ ノオの三貴子について、「もし三貴子 と

い う思想が古 くか らあった として も、それは 日・月 ・素尊(ス サ ノオ)で はな くして、 日・

月 ・ヒル コという形であったのではないか と考 えている。蛭児は 『古事記』では伊#諾 夫

婦が国生みの前に生んだ最初の子で、生みそこないの不具 児として語 られているが、『書紀』

の本文 では、国生みの後高天原の支配者 として 日 ・月二神 を生み、それに続 いて蛭児を生

む とい う形 となっている。この不具児 を天磐豫樟船 に載せて流 し棄 てる記事の後に、つ ぎ

に素尊が生み出され、 これがやは り正常 児ではな く号泣ばか りするので死の国である根の

国に追いや られるのである。蛭児 と素尊はともに異常 児で、そのため処置され るとい う点

は両者相似 ている。根の国は、後に も述べ るように、古 くは地下の世界ではな く、海の果

ての国であった らしい。海の果ての国に追われ ることも、趣旨においてはあまり変わ らな

い。要す るに、泉谷康夫氏なども論 じたように、この二者は同一物の重複 であるようにも

見える」(同 書67-8頁)と い う。 そして 『書紀』の一書の二が後の挿入で、二者 を混同させ

ていて、濃厚な加筆 の疑 いがあるとし、『日本書紀』の本文は もっと自然で合理的な文章に

改めたもの としている。

そ して要す るに、蛭児が最初の生み損 ないの子であるという伝承 は、「淡路のイザナギの

崇拝や神話に最初か ら属 していた存在で、 それ こそイザナギのほん とうの子であったはず

である」(70頁)と す る。

吉井良隆西宮神社宮司の 「失 われたえびす信仰 の本源」(1957)に は、記紀の蛭児神話か

ら"え びす神"は"ヒ ル コ神"で あると主張 し、その性格が海神であり、海上交通の守護

神か ら漁携の神になっていった としている。

もともとが海人の信仰 の対象であったイザナギ ・イザナ ミの子であるか ら、蛭児大神が

海の神であるこ とはまちがいない。

[漂着神 としての性格]

そして、西宮神社の伝承 では 「西宮の東方3キ ロメー トルの鳴尾の浜の漁夫が武庫の海

の沖で夜漁 りをしていた時に、その網が平常 より甚重 く覚 えたので悦び引 き上 げて見れば

魚ではな く、奇 しき神像 ような物が懸か った。漁夫は何心な くつぶや きつつそれを海中に

遺棄 し、猶沖遠 く行 くうちに和 田岬の辺にさしかかった。そこでも亦網 を曳いて居 ると、

不思議や先程武庫沖で見送った神像が また懸かって来たか ら、今度は只事ではない と勘づ
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き、像 を船 に乗せ家に帰 って斎 き祀 った。或夜の夢に神の託宣があ り吾は蛭児神 なり、国々

を巡って此地 に来たが、此の地 より少 し西方に好 き宮地がある、そこに居 らん と欲す る、

能 く計 らえよと講 えられた。漁夫は驚いて此の夢の状 を里人に語 り一・同の同意を得て遂に

襲の御像 を、御輿に乗せ西の方お前の浜 さして進み、暫 し仮宮に停めたる後、その里人共々

相図って好適の地に鎮め参 らせたのが現今の戎社 であ る」(吉井良尚氏執筆 『西宮神社 の歴

史』1961・2頁)と い う伝説があるという。

この伝説の限 りでは蛭子大神は漂着神 の性格がある。各地のえびす信仰 では、海中から

石 を拾ってそれ をご神体 とする例が認め られている。吉井貞俊西宮神社権宮司は 『えびす

信仰 とその風土』(1989)は 長年の研究をまとめ られ た著書であるが、南九州一帯の慣習を

紹介 し、大隅半島東岸には正 月15日 に若者が海中にも ぐって手にふれた石 を拾 いそれ をえ

びす神 として祀 るとい う例 などをあげている。

真 弓常忠氏(入 坂神社宮司・前皇学館大学教授)の 「エビス信仰の源流」(1978)は 、対

馬のえびす神の実態調査 を手はじめに、えびす神の海神 としての性格 を指摘 し、とくに"え

びすが くま"の 古跡に着 目して、対馬が海の彼方寄 りくる神、漂着神 を祀る水平型祭祀 と、

大陸文化の輸入による天を祀 る垂直型祭祀の重なる場、その移行す る地域 と見ているので

ある。吉井貞俊氏の著書におさめ られた 「えびすさんの全 国調査」は、実際に全国を踏破

しての調査報告 であるが、そこには、長崎県下に117社 の関係神社があ り、うち38社 は境内

社 とされ、事代主神社が42社 を数 えるとい う。同氏は対馬の竹敷に磯 良恵比須社があるこ

と、真弓氏の論文の出る前だったが、南方系 と北方系の文化の十字路 という感 じをもった

と述べている。

[あずみのいそら伝説]

対馬のえびす神は、 多 くは神 躰石 と呼ばれる岩石がご神体 のようである。真 弓氏は仁位

村の和多都 美神社にあるひとかかえの石 が"い そ らえびす"と 呼ばれていることに着 目し

て、安曇の磯良伝説に言及 している。

この伝説は、太平記巻39に よると次の ようなものである(ち なみになぜ、 えびす信仰に

ついての記述の出典が 「太平記」「源平盛衰記」 など、"史 書"で な く文学的な書物が多い

のか、これ も興味深い点である)。神功皇后が、常陸の鹿島に天神地祇 を集合 させ た とこ

ろ、一万の神々が集 まったが、磯良神 ひとりが来ない。そこで神 々はか ざりたてて催 馬楽

の歌 を歌 う。すると磯良神 が姿 をみせた。海中に住むために、藻や貝などが体について醜

いのを恥 じて姿 を現さなか ったが、歌舞の感動に堪えかねて登場 して、みずか ら細男(せ

いのを)舞 を舞 った とい う。そ して神功皇后の求めに応 じて、龍王の もとへ干珠 ・満珠 を

取 りに行 く任務 を果たした。 この珠 によって、朝鮮 での海上 の戦 いの ときに、皇后は干珠

をかかげて潮 を引かせ、敵兵が船か ら下 りた時満珠 をかかげて溺死 させた とい う。『八幡宮
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御縁起』では、「磯童」が"せ いの う"(細 男 ・才男)を 愛 し、 ともに舞 ったが、顔の醜 さ

を恥 じて、袖で顔 をか くしていたとい う。鈴鹿千代乃氏の 「安曇磯良の原像一岩礁信仰 を

中心に一」(1980)は 、 この伝説の由来 となった、古い海の精霊 について、海岸の潮の干満

によって姿 を現 した り隠 した りす る岩礁にその神の原像 をみ とめ、それ を八幡信仰、隼人、

そ して和布刈神事 との関連 で精密 な考察 をすすめている。

[津守氏の伝承]

真弓氏の紹介す る"え びすが くま"は 、雛知 の住吉神社 の裏 山の前方後円墳 「鶴 の山古

墳」であって、4～5世 紀の もので、神功皇后の伝説のある倭の半島進出の時代の もの と

い う。 この住吉神社の祭神 は豊玉姫命 と彦波激尊 で仁位村の和 多都美神社 とおな じで、五

尺ほどの岩の末社 恵毘須社がある。対馬の住吉の神は、近世 に創建 され た府 内の住吉社以

外の5社 が、いずれ も大 阪の住吉大社 のツツ ノオ三神 とは異なるピコナナギサ タケノ ミコ

ト(彦 波激武尊)な どの海宮遊幸神話にまつわる海神 を祀 っているとされ る。ツツノオは

対馬の津々浦々に海人によって祀 られた神々にルー ツがあ り、 それが摂津の津守氏に よっ

て祀 られたもの、津守氏は別 の海人であった尾張氏の系譜 を引 くとされるが尾張氏は大和

の葛城が本貫(本 居宣長以来の説)で あ るといわれるが、 その本願 は尾張国でその出先機

関が葛城 にあったようだ(松 前健氏説)。 津守氏の氏神である大海神社 は現在住吉大社 の摂

社であるが、その祭神は豊玉彦、豊玉姫であ り、対 馬の海宮遊幸神話の神々である。

長沼賢海氏の 「えびす考」(1916)は 、厳島神社文書 に見 られ る仁安2年(1168)の 「江

比須」の記録 を最古の もの とし、夷 をエ ビスと読むこ とを指摘 しているのは、そのころは

夷社 をおそ らく"比 奈神"と 呼んでいただろ うと推定 している。 そして、西宮(広 田)夷

の建久年間(1190-99)よ り古 い としている。 その後、喜 田貞吉氏の 「夷神考」(1916)が

書かれ、それに対 して長沼賢海 氏は 「夷神再考」(1921)で 西宮神社 の前身である西宮南

宮、大 国主西神 、広 田社の南宮、夷社 と三郎社の関係 について論 じている。現在の西宮神

社:境内には南宮 という広 田神社に所属す る神社があ り、大国主西神社、 さらに百大夫社 な

どがあって、その由来はそれぞれある程度わか っていることは 『西宮神社 の歴史』からも

うかがえる。

広 田神社は 『日本書紀』に神功皇后の新羅遠征か らの帰途アマテラスの荒御魂 を祀 った

とい う伝説に よるが、のち名神大社 に加 えられ、二十二社に も列せ られた。明治維新の後

は官幣大社であった。その南に南宮があ り、平安末の 『伊 呂波字類抄』には、その主神は

本社 とおな じ阿弥陀如来であるが、末社 に児御前一地蔵、衣毘須一毘沙 門、三郎殿一不動

明王、一童社一普賢、松原社一大 日如来が あったとされてい る。本地垂　説によって、神

仏が習合 している(戎社 に奉納 され た1391年 ～1427年 に書写 された大般若経599巻 一1巻 欠

一が兵庫県吉川町の東光寺 で1948年 発見された)。時代 のさがるにっれて、戎社の勢力が強
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ま り、室 町 末期 に は、 えびす と三 郎 が ひ とつ に なっ て夷三郎 とな った よ うで あ る。

[ヒル コとヒルメ]

さて、神話学者 として大 きい業績のある松村武雄氏はつ とに 『神話 と民族性』(1934)に

おいて、 ヒル コとヒルメについて次のように述べている。

「『ひるこ』は 『ひるめ』に対す る名で
、『ひ るめ』が 日女 であるに対 し、 日男 を意味す

る。即 ち 『おおひ るめむ ち』 と同じく太陽的要素 を内在 させ た霊格である。それが生 まれ

て三年 も脚が立たない不具者 と考 えられ、伊#諾 、伊弊再二神 の天御柱巡 りの手段の産果

として、海に流 された と伝 えられ るようになってい る。この神話 は恐ら くは、古代 日本民

族が、太陽 を一死一生す るもの と信 じ、太陽を新生させ るため、聖なるもの を、或 る器物

に入れて、水の上に放 ち遣った祭儀か ら発生 した ものであろう。

同 じように太陽的存在であったものの間に、 こうした極端 な運命のちがいを生 じたこ と

の、少な くとも一つの原因は、『ひるめ』が政治的な内性、機能 を持 っていたのに対 し、『ひ

るこ』が太陽的要素に終始 した ところに存すると思 う。」(同 書398頁)

このヒルコ ・ヒルメの対比には、松前健 氏、真弓常忠氏、さらに吉井良隆宮司なども言

及されている。

松前氏は説 く。「蛭児 も、一面に 『日子』す なわ ちヒル メに対す る太陽の男神 であ ると

か、太陽の子であ るとか説 く説が、江戸時代の滝沢馬琴以来唱えられ、松本信 弘氏や筆者

なども、 これ をつ とに可能性ある説 と認め、世界に広 く分布す る 『太陽の子』の漂流謂の

タイプに属す るもの と考 えている。 これは後章で も述べ るが、 日本 でも正入幡のオホヒル

メ、蚕の女神の金色姫な ど、みな太陽の子が流 され る説話である。 そしてこれ らは、古代

ユー ラシア大陸の南岸沿いに分布す る 『太陽の舟』の信仰 と行事 に由来するもの と考え ら

れ るのである。不具の蛭児 も、淡路島の海人たちに伝承 されてい く間に、太陽の子 として

の 『日子』 と意識 され るようにな り、 その付近の海岸で行 われていた 『太陽神 の象徴 を海

に送 り流す行事』 と結びついて、その由来語 として語 られるようになったのであろう。 こ

うい う下地があればこそ、 イザナギ ・イザナ ミニ神が後に、皇祖神姉弟の親神 とされ るに

至って も、その不 肖の弟 とされたのであろ う。」(『日本の神々』71～72頁)

真弓氏 も、「津守氏 と同族の対馬県直が奉 じた太陽的霊格は、海宮遊幸神話に語 られ る海

神のごとく海のか なたか ら寄 り来る神 であるとす るならば、南方系海洋民に共通の寄神 と

しての 日神 であったと考 えられ、これが ヒル コではなか ったか。 ヒルコ(日 子)は 、 ヒル

メ(日 女)に 対す る太陽的霊格であるが、これが後世エビス神 と称せ られ るに至 る」 との

べている。

吉井良隆宮司の 『えびす神研究』(1957)は 神社 の立場か ら"え びす"の 語源、喜田貞吉

氏のえびす神 を大国主神 に比定す る説 を批判 し、鎌倉時代末期一南北朝時代 に行 われた文
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献(『 神皇正統録』、『源平盛衰記』)に 拠 って蛭児神 をヒル メ(天 照大神)に 対比 した太陽

男神であると主張 している。 そして前にも触れた 『失われたえびす信仰の本源』において

は、その記紀の記述か ら神格の海神か ら漁携神へ の発展 を指摘 している。

次 田真幸氏の 「蛭児神話 と太陽神信仰」(1973)は 『日本神話の構成』に収め られている

が、そこにも蛭児=日 子 とい う説 を支持 し、滝沢馬琴 『燕石雑志』巻一 をは じめ、加藤玄

智、松岡静雄 、松本信弘、 中島悦次 らの諸氏 も同様の意見であるといい、松本信 弘氏が太

陽の子が密閉 された器で川や海に流 され るとい う神話がイン ド、西イン ド、マ レー ・ジャ

バ などに分布 しているこ とを指摘 している。その尊い神が、「記紀の神話体系が形成 され る

ころには、この ような信仰 はまった く失われてお り、む しろこの神 を排除 しなければなら

ぬ事情のため に、良か らぬ子 もし くは不具 の子 として、あ るいは産み損 じの子 として放 ち

棄 て られる運命 を背負わされた もの と思 われる。 『ひる』を表記す るのに 『蛭』の字 を用い

たの も、『ひるこ』に対す る嫌悪の情 を反映 した もの といえよう」 とまで指摘 している。

大林太良氏は 『神話の系譜一 日本神話の源流をさ ぐる』(1986)の なかでイザナ キ・イザ

ナ ミ神話 を中国江蘇省雲台山の伝承 「三官伝説」 を比較 して、興味深 い分析 を試みている。

江南の地は 日本の稲作伝 来の起点 となった土地であ り、その神話 との比較 は非常に関心 を

呼ぶが、古代の呉や越の資料 は限 られていて、 まとまった形 では伝承 されていない とい う

ことであ り、 この 「三官伝 説」 も 「西遊記」 とかさなる部分 も少 な くない ようであ り、西

遊記以後の もの とい う。 しか し、十分 に 日本の古代の伝承 と比較 できるところが多いこ と

を指摘 している。 また別 に、国生み神話が東南ア ジア、華南の洪水神話一洪水で人類が死

にたえ、ただ兄 と妹 だけが生 き残 る。近親 で結婚 で きないので、その近親婚 の禁止 を解 く

呪的儀礼 をおこなって子孫 を生む一 と洪水が脱落 しているだけで内容は細部 までまった く

同 じという。 岡正雄氏はこの神話が南アジア語族 を担 い手 とする母系的 ・陸稲栽培 ・狩猟

民文化が、縄文末期に華南か ら日本に もたらされたという。大林氏は兄妹始祖 型洪水神話

とイザナキ ・イザナ ミの国生み神話の関係 を指摘す る岡説に賛成 しつつ、さらに分析 をす

すめ、上 界 と下 界の闘争で洪水が起 き、兄妹二人が逃れ、結婚 して子孫 を増やす とい う宇

宙闘争型洪水神話に も共通す ることがあ るが、む しろ、宇宙闘争型よ りも原初洪水型一原

初に洪水が起 き、その水中か らそびえた岩に天か ら兄妹が天下 る。 は じめ性交の方法 をし

らず、鳥(記 紀ではセキレイ)に 教え られる一に近い とい う。 このよ うに、列島周辺の諸

文化に も共通点が認め られているのは、意義深いこ とであ り、今後の研究が期待で きるだ

ろう。

[蛭子大神 と事代主神 との関係]

吉井良隆宮司の 「えびす神研究」によると、西宮神社関係神社 明細帳(1932・3月 現在)

のえびす様の数 は合計5,570社 。その主祭神 は大国主神、事代主神、蛭児(子)神 の三柱で

145一



えびす信仰の三源泉

あ り、 うち蛭児をご祭神 とす る社が過半数 を占めているとい う。 しか し、近世になってか

らの西宮か ら配布 され る御神影像は釣 り竿 と鯛 をかかえた図像である。それは出雲神話に

登場す る事代主神のイメー ジにほかならない。大国主神 の息子で 「国譲 り」の際に重要な

役割 を果た している。出雲の稲佐浜の大国主命の もとに大和か らタケ ミカツチ神 とアマ ノ

トリフネ神(『古事記』による)が 訪れ、国を大和 に譲 るように要求する。大国主は息子の

事代主に相談 してという。事代主が美保 の崎の漁か らもどり、む しろ進んで大和朝廷へ土

地 を返却すべ きだと父神に具 申、みずか らは、海原に青柴垣 を築 いて、そのなかに隠れて

しまった とい う。反対 したもう一人の子のタケ ミナ カタ神は、力 くらべに負けて信濃の諏

訪湖に追 いつめ られて降参 した。

次 田真幸氏の 「国譲 り神話の構造」(『出雲神話』1976所 収)は 、天孫降臨にさきだつ葦

原のナ カツクニ平定の神話の分析 であ る。高天 ケ原 ・中ツ国 ・黄泉 ノ国 という三重構造の

世界をふまえたもので、神々の属性 を解明 している。そこでは、事代主神が壬 申の乱にあ

たって託宣すること、 それがこの神の登場 であったことを、西田長男氏『古代文学の周辺』

(1964)の 説を支持 している。"事 代"は 託宣 という意味である。

フィンラン ドの神話研究者であ る高橋静男氏の「国譲 り神話 と天地創造神話」(大 林太良

編 『日本神話の比較研究』1974所 収)に は、 カレワラ神話のヴ ァイナモイネンと日本神話

のオオナムチ(大 国主神)に 共通す る国土開墾、農耕起源、国内平定、根の国訪問、巫医、

文化起源、英雄な どの神 としての性格 の共通点を指摘 して、最後に"国 譲 りす る神"と い

う点の共通性 を指摘 している。非常に興味ある論文 であるが、残念なことに事代主神につ

いての言及はない。ただ、新 しい統治者に国を譲 って、「海へ去ってゆ く」 という記述は、

事代主神 の海中に入重の青柴垣 を作 って去った とい う伝承 に近いことに注 目してお きたい。

[美保神社]

和歌森太郎氏は 『美保神社の研究』(1955)で 知 られているが、その 「事代主神 と美保神

社」(吉 井良隆編 『えびす信仰事典』1999所 収)は その一部であ る。そこで和歌森氏は、美

保神社の祭神 は現在事代主神 とその義母にあたる三穂津姫命 で、 この二神 を"美 保型社殿

建築"と 呼ばれる、大社造 りの変態一二棟 を一基底に並べた、比翼大社造 りの社殿に祀っ

ているが、 じつは事代主神 は江戸時代後期 になって今 日の ように祀 られることになった、

という説 を提出されている。三穂津姫命は、国譲 りの際に天津神の高皇産霊尊の娘で、稲

穂 をもって美保関の客 人山に降臨 して、大己貴命すなわち大国主命に嫁 いだ とされてい る

神 である。のちに事代主神がその高い地位 と、神話にあるような美保岬へのゆか りもあっ

て、 しだいに主神 の座 を占め るようになった とい う。

美保神社の青柴垣(あ おふ しが き)神 事については、美保神社宮司の横山直材氏の 「美

保神社 の青柴垣神事」(吉 井良隆編 『えびす信仰事典』1999所 収)が ある。かつて1974年6
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月、NHKテ レビの 「市民大学講座」として伊藤幹治氏 とともに 「柳 田國男の世界」を担当

して、四回にわたって放送 した。その際に和歌森先生に もご出席いただ き、比較的詳 しく

お話 をいただいた。(伊 藤幹治 ・米 山俊直編 『柳 田國男の世界』 日本放送 出版協会1976、

155～163頁)そ こで和歌森先生は、美保神社 は国幣 中社 であ るが 「民間信仰 の対象 として

は、恵比寿 さんの性格 をもって来たんです。漁の神 さまとい うことになって崇敬 されて き

ました」 として70軒 ほどの家か ら選ばれ る頭屋(当 屋)二 人が、前年に決 まっていて、 そ

れか ら一年間毎 日シオカキ(み そぎ)を して身を清めている。3月31日 の夜か らは じまる

オコモ リ(参 籠)、 頭屋の印のオハ ケ立てには じま り、 シオカキ(禮 ぎ)、バツカイソウ(抜

解奏)、 オコモ リ、ナオライ と、5日 までの一連の行事 を営む話 をされた。4月6日 には ミ

フネ カラ ミ(御 船絡 み)で 二隻の船 を儀礼的に飾 り、斎竹 をたて注連縄 を取 り付ける。翌

7日 が神事 の本番 で、神社 で宮司らが待つ ところへ頭屋か ら行列が到着、 ともに頭屋に列

をなしてお もむ き、そこか ら乗船 して港の中央か ら宮灘に到着、出迎 えを受けて神船の中

で舞が奉納 され、 その後一同は上陸 して神社に もどるが、一連の式次第がある。 この4月

の神事 とともに、12月2口 の諸手船(も ろたふね)神 事がおなじく特殊神事 として有名で

ある。

現在 は主神 とされている事代主神が、江戸末期 に登場す ること、 また比翼大社造 りの本

殿の建立が1813年(文 化10年)で あることな どか らも、事代主神が えびす神 になったのは

もしかす る とか な り新 しいことではないか。古 くか ら全 国の海岸に広がっていた海神信仰

としてのえびす神 が神道の神 としての事代 主神になっていったのは、極端にいえば19世 紀

初頭 とい うことになるのではないだろうか。今 日多くのえびす神 を祀 る神社が その祭神 を

事代主神 としているのは、江戸期に国学が興 り、神道につ いての知識が庶民のあいだにひ

ろがってゆ くなかか ら、あるいは明治維新の廃仏殿釈の うごきと国家神道の組織化 されて

ゆ く過程 で、 えびす神 と事代 主神が"習 合"し ていったのではないだろうか。

三 市神 としてのルーツ

[瀬戸内海]

もっとも、蛭子社、荒胡子社 という名称は古 くか ら存在 している。厳島神社 の摂社 も荒

胡子社である。宮島の七浦七 恵比寿の小祠(杉 ノ浦、鷹 ノ巣浦、腰細浦、青海苔浦、山白

浦、須屋浦、御床浦)を 私たちは一巡す る機会 を得 たが、 これ らの恵比寿は 「御 島巡 り」

とい う宮島信仰のなかで管弦祭 とならぶ厳島神社 の二大年中行事 になっているという。そ

の担い手は古 くか ら己斐村(現 広島市)か ら大竹村(現 大竹市)に いたる沿海域 の厳 島講

であったという。宮島は海の神、豊漁の神 として広 島、愛媛、 山口県下の漁民の信仰 をあ

つめたばか りではな く、こ うした農民的信仰 空間で もあったと谷富夫氏は 「宮島にみ る瀬
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戸内の信仰 と宗教」(大 林太良編 『瀬戸内の海人文化一海 と列島文化9』1991)で 指摘 して

いる。 この論文 の収め られてい る 『瀬戸内の海人文化』には、編者大林太良氏の 「内海の

文化」 とい う目配 りのよい序章 をは じめ力作が集成 されているが、そこでは瀬戸内海文化

圏の人々の民間信仰 にえびすの他に も住吉信仰、金比羅信仰 など海神信仰の存在 を教 えて

くれ る。宮本常一氏はその遺稿 『日本文化の形成』(1981)で 、瀬戸内海文化 の系譜 を説

き、海人に:

①北九州か ら下関海峡 を経て瀬戸内海に入 り込んだ もの、

②南九州か ら豊予海峡 を経て入 り込んだ もの、

③古 くか ら内陸海岸に居住 していた人たち、

の三群 を分けている。

①群は宗像 の神 を奉 じて東に移動 した人々で、宗像神 がまつ られアマ郷が成立する。②

群 は男漁女耕型 で大 山祇の神 を祀 る。四国側に多 く村上水軍 もこの流れ。③群は内海沿岸

の在来の民で、住吉の神 を祀 る。多 く遠浅の場所で 「遠浅は磯の貝を とることがで きる。

とい うことは半農半漁の生活が最初か ら成立 していた」(宮 本:1981:297-324頁)と する。

えびす信仰のルー ツであるヒル コ信仰が淡路島ない し瀬戸内海東部にその発祥の地があ

り、のちに記紀神話に織 り込 まれていった とすれば、 えびす信仰 はこの三類型 よ りも古い

ものではなかったか。

[市神 として]

市の発生 と発達 は、人類の歴史 とともに古い。記紀神話に も海幸彦、山幸彦の交換が描

写 されてい るし、近年 の青森市三内丸山の縄文遺跡か らも遠距離交易の証拠 であ るヒスイ、

コハ ク、黒曜石 、アスファル トな どが発掘 されている。海神、漁携神 としてのえびす神が、

その産物 を交易する場 としての港 ない し海岸で市の神 になっていったこ とは きわめて 自然

なことといえよう。市のたつ港は、同時に人々や情報の集散地であったこともまた容易に

理解で きる。

[百大夫社 と偲侶 師]

そして、市場 のある港町は芸能 を育 てる場で もあった。現在は西宮神社境内にある百大

夫社は、西宮の"戎 か き"と 呼ばれた塊偏 師の祖 と呼ばれ る百大夫 を祀 った神社 で、大江

匡房の 『塊偲師記』 という平安末期 の記録 が残 されている。俺偏師は奇術 ・幻術や軽業な

どもおこなったが、その人形操 りに人気が高 く、"木 偶 まわ し"と呼ばれていた。平安末期

の 『伊 呂波字類抄』の摂津国の神社名のなかに広 田神社の摂社 に夷社 と百大夫社が登場す

るか ら、西宮のえびす社 とともに古い といえる。百大夫の集団は、現在の西宮市内の散所

(現・産所町)に 居住 して、えびす社 の 日常 の雑用に奉仕するとともに、操 り人形 を用いて
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近辺 を廻 り、室町時代には永禄11年(1568)に は宮中に参上 して"え びすか き"を 上演 し

た記録 を初め として、文禄4年(1595)ま での記録がある とい う。鈴鹿千代乃氏の 「『海人

語 り』の構造」(吉 井良隆編 『えびす信仰事典』1999所 収)は 、古代 の志賀海神社(福 岡県)

を拠点 とす る海人族の芸能集団の物語 を 「海人語 り」 と呼んで、{鬼偏子 として各地に芸能

を演 じてまわ り、その神 として百大夫(安 曇磯 良で もあるという)を 祀 っているとす る。

そして志賀海神社 の祭神が安曇磯 良であるという説 を紹介、九州各地の八幡宮、たとえば

宇佐八幡宮放生会の語 り、美保神社の海人語 り、そ して西宮の海人語 り、その向かいの淡

路島の海人語 りを紹介 している。

吉井良隆氏 「人形操 りと百大夫信仰」(同 上事典所収)に よれば、淡路の人形操 りの名手

であった市村源之丞が大阪に出て人形芝居を興業 して成功 を収 め、それが現在 の 「文楽」

になった とされ る。

か くして、交易の場 としての市が同時に芸能の普及に貢献 し、それが えびす信仰 の普及

に も大 き く貢献 したことが うかがえるのであ る。

四 福神 としてのルーッ

[福神 えびす]

海神 、漁携の神、市の神、そして間接的には芸能の神 となったえびす神 は、農村に も普

及す る。柳 田國男氏の 「百姓 恵比須講」(北 見俊夫編 『恵比寿信仰』1991所 収)は 、 『年中

行事覚書』(1955)の 一部であ るが、海人の神 であったえびす神が農民、商人にも広がって

い く過程 をたど り、百姓恵比須講が神無月の行事であることか ら、 よ り庶民的な もの とし

て定着 していった点 を指摘 している。 それが正 月の商人仲間の恵比須講 よりもお くれて始

まり、 ことに収穫期のあ との初冬に移 った とい う。田の神が 山の神 になるのがその時期 で

あった。 また、漁業は広域の交易 とともに リスクの大 きいものであるが、それに比べて農

業は安定 している。 その農村 に もこの神が普及 したことはそれだけの理由があった といえ

る。柳 田國男氏は 「祭 りの式ばか りは、いつ と無 く商家の恵比須講に近 くなって来た。 そ

れ を農民の商業化 と、見 る人があって も致 し方 はないのであった」 とい う。

[福神成立の過程]

福神 の成立成長についての研究は、喜 田貞吉氏の「福神沿革概説」「七福神の成立」と『福

神 の研究』(1935)に 収め られたものが先駆的 な業績であるが、宮 田登 にも 「福神信仰の系

譜」(『近世の流行神』1972所 収)が ある。喜田氏の 「成立」には、 この七 という数字は、

仏教教典(仁 王経 ・法華経)に ある"七 難七福"と いう言葉のように、名数(た とえば三

管領 ・四職、五山 ・十刹)の 流行 した室町時代 には、神仏 について も三所明神、五社 明神、
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七社、八所明神、十二社大権現、三十三か所観音霊場 あるいはその中か ら選んだ七観音な

ど)が 流行 していた。 そのなか で禅僧仲間でよく話題 になった"竹 林の七賢人"に なぞ ら

えて七福神が登場 したのだ とい う。狂言 「七福神 」などが存在 しているか ら、室町末期 に

は七福神 とい う言葉は広がっていたのだろう。

その成立前か ら、鞍馬の毘沙 門天、比叡 山の三面大黒天、西宮の夷三郎、竹生島の弁財

天などが福神 としてそれぞれ崇敬 されていた。 とくに恵比須大黒が対になってしば しば絵

画などに登場 して くる。京都 でまず始 まったこの七福神信仰、 また恵比須大黒信仰 は、江

戸時代 には江戸で も流行する。現在は各地にみ られ る七福神巡拝が、「谷中を中心 に不忍池

弁天堂、護国院大黒天、天王寺毘沙 門天、長安寺寿老人、修性院布袋、青雲寺恵比須、東

覚寺福禄寿。向島 を中心に多聞寺毘沙門天、 白髭神社寿老人、百花園福禄寿、弘福寺布袋、

三国神社大黒 ・恵比須、長命寺弁財天」 と宮 田登氏があげるようにた くさんできた。宮田

氏は文化文政期(1804～1829)に 盛んにな り、 もっと広域の、「不忍の弁財天、谷中感応寺

の毘沙門、同長安寺の寿老人、 日暮里の青雲寺の恵比須大黒布袋、田畑西行庵の福禄寿」

詣でが盛んになった と 『享和雑記』巻4に あるという。初めは鋼女命(う ずめのみ こと)

だったが、竹生島の弁財天が流行 したのでそれに代わった という。

また、宝船に七福神が金銀財宝 を積んでや って来 る図柄の絵が、江戸町人たちにもては

やされ、その絵 を正 月2日 の夜、枕の下 に敷 いて寝 るとよい夢が見 られ るとされた。歌謡

に も七福神が よく登場 している。

福神 にたいするもの としては疫神、 また厄神 がある。大島建彦 ・紙谷威広両氏の論文が

宮本袈裟雄編 『福神信仰』(1987)に 収録 されている。

疫病神は人の姿 をして現れるという話が古 く 『今昔物語』巻27の11話 な どに も登場す る。

江戸時代に も疫病神、庖瘡神が巷 をさまようとされた。また貧乏神 も家 を訪れて貧乏にす

るとされた。他方で福神 もまた来訪す る神 とされていた。

本来は食物供給、交通安全、災厄穰徐 をもたらし、農業神 としての宇賀神、御 食津神や

さらに古 くは山幸、海幸 をもた らす神々が福神 であったが、喜 田貞吉氏は 「時代 の推移 と

ともに、財宝、官禄、和合 といった欲望 の満足のために、福神の信仰 は複雑な もの とな り、

大黒神 と夷神が盛んに祭 られるよ うにな り、室町時代以降、種々の福神が加 わって、七福

神 として確立 して きたもの と考 えたのである。」(紙 谷威広「福神 と厄神」:宮 本編前掲書59

頁)

[メ ー カー とユー ザ ー]

かつ て私 は加 藤 秀俊 氏 とと もに 『日本 人の信仰 』(1972)を 編 集 した。 それ はエ ッソ ッス

タン ダー ド社 の 出 してい た 「エ ナ ジー 」 とい う季 刊誌 で、 高 田宏 氏 が一 人で推 進 して い る、

いわば メセナ のは し りの よ うな雑 誌 であ った。 そ こで窪徳 忠、竹 田聴 洲、 林屋 辰三郎 、梅
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樟忠夫、伊藤幹治の各氏 と加藤 ・米山 とい う顔ぶれで大規模 な座談会 をお こなった。私は

その司会で、 これは 日本の宗教(レ リジオン)で はな く日本人の信仰(ビ リー フ)を 論 じ

たい とし、議論 はメー カー としての宗教 に対するユーザーの立場 ・視点を強調す ることに

なった。そ して結論 は多元的共存 を是認す る"日 本的信仰心"が 結局は人類 に とって最 も

好 ましいとい うこ とになった。

えびす信仰 もまたこの 多元的共存の うえに成立 している。 日本人は早 くか ら宗教離れを

した人間集団であると、私 はかねがね主張 して きたが、その信仰は個別的にいわば対症療

法的につづ いている。受験 には受験の神 、商売には商売の神、海上安全 にはその神、 とい

うよ うに個別の願望 を成就 させ て もらうべ く祈願す る。それは国家が その敵 国を降伏 させ

るべ く祈願 した り、戦没者の鎮魂のために祈願 した りす るこ ととは違 う、個 人的な もので

あ る。えびす神は まさしく庶民の願望 を満 たすための祈願 の対象 として、近世以降、国家

神道 とは関わ りの無い ところで繁盛 してきたのである。 ヒルコは ヒルメー太陽女神 である

アマテラスを中心 とす る神 々の序列か ら除外 されて きたが、西宮の浜 に漂着 して、人々の

祈願 を受け る存在になった。お なじようにえびす神 を祀 った神社が五千以上存在 し、人々

の願 い事 を聴 いている。 さきにあげた 「エナジー」32号 には、伊藤幹治氏の作成 した 「ご

利益か らみ た民間の神 々の諸相」 というチャー トがあ る。上段 に職業、人生、災害、病気

の区分があ り、下段 に神(お よび神社)の 名が対応す るように挙 げている。 それで気がつ

いたのであるが、 えびすの登場す る場所が意外に 多いのである。す なわち、商業一恵比須、

漁業一恵比須、林業一恵比須、農業一恵比須 というように対応 している。 このチャー トで、

えびす様 の神徳 の広さをあらためて確認 したのである。

このように、海神 としてのえびす神は市神 とな り、 さらに福神 になって きたのであ る。

五 おわりに

えびす信仰研 究のひ とつの区切 りとして、 この論文は執筆 され た。3年 間にわたる研究

会 は一応終結 し、あらためて民間信仰の共同研究会 をつづけてい くこ とに した。その間、

西宮神社の吉井良隆宮司、吉井貞俊権宮司をは じめ とす る皆様 には、 たいへんお世話にな

った。 この機会に感謝の意 を表 してお きたい。連年十 日戎を開門行事 を見てか ら大阪の今

宮戎、京都に戎神社 そして八坂神社の蛭子社 を巡拝 した。 また、昨年か ら復活 した海上渡

御に学生 たちと共に参加す るこ とにな り、本年はさらに他大学の参加 もみることになった

のは、嬉 しいこ とであった。今後 もさらに深 く、詳 しくえびす信仰の現状、現場 を見てお

きたい。
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